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研究の背景及び目的

・新規な光応答性分子骨格を開発する研究。
・光応答性分子骨格において、構造の違いが性質に及ぼす影響を明らかにす
る研究。
・ボロニウム錯体における配位部位を窒素原子以外であるカルベン炭素原子
に置き換えても固相光応答着色を示すか明らかにする。
・そのような配位子構造の変更により光着色体の吸収波長がどのように、ど
れくらい変えられるか明らかにする。

期待される効果・応用分野

・光照射により色などの性質が変化
・調光材料、光記憶材料、光スイッチなどへの応用
・配位部位が窒素原子ではなく炭素原子であるNHC-
ピリジン型配位子でも固相光応答着色挙動を示すことがわかった。
・NHC-ピリジン型配位子をもつ2および3では、ビピリジン配位子をもつ1と比べて、光着色体
の吸収極大波長が65-78 nm短波長シフト。

■ 共同研究・特許など
・窒素-ホウ素配位構造以外にカルベン炭素-ホウ素配位構造を有するボロニウム錯体においても
固相光応答着色挙動を示すことを明らかにした。
・炭素-ホウ素配位構造を有するボロニウム錯体を用いることで、これまでに実現できていなか
った、より短波長側に吸収をもつ光着色体を生じる固相光応答着色挙動を実現した。
・本研究の成果は、より機能性を精密制御容易な光応答性化合物の分子設計の基盤として重要で
あり、今後調光材料や光記憶材料などの様々なスマート素材の開発に資するものと期待される。
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